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市
岡

地
元
で
実
行
委
作
り
運
営

地
元
で
運
営
す
る
新
た
な
地

域
寄
席
市
岡あ

＠っ
と

ほ
ー
む
寄
席

が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
吉

本
興
行
が
市
内
数
カ
所
で
継
続

中
の
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
の

一
環
で
、
港
区
で
は
市
岡
地
域

に
呼
び
か
け
が
あ
り
、
南
市
岡

の
田
中
機
械
ホ
ー
ル
を
会
場

に
、
一
月
に
初
回
、
二
月
に
二

回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主

催
は
地
域
振
興
会
市
岡
町
会
連

合
会
、繁
栄
商
店
街
振
興
組
合
、

み
な
と
等
か
ら
成
る
実

行
委
員
会
。
入
場
は
無
料
。

◆
出
演
者
は
ノ
ー
ギ
ャ
ラ

こ
の
う
ち
二
回
目
が
二
月
二

十
七
日
午
後
に
開
催
さ
れ
、
約

九
十
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

司
会
の
繁
栄
商
店
街
振
興
組

合
近
藤
専
務
理
事
が

無ノ
ー

報ギ
ャ

酬ラ

の
出
演
者
に
感
謝
。
続
け
な
が

ら
良
い
も
の
に
と
呼
び
か
け
、

田
端
区
長
が

港
区
名
物
か
ら

大
阪
名
物
へ
発
展
を
と
激
励
。

禁
酒
関
所

で
味
の
あ
る
話

芸
を
披
露
し
た
桂
三
金
さ
ん

桃
太
郎

で
大
笑
い
を
取
っ

た
南
市
岡
在
住
の
桂
三
幸
さ
ん

元
気
一
杯
に
民
謡
を
披
露
す
る

地
元
の
林
千
乃
ち
ゃ
ん
、
一
乃

ち
ゃ
ん
、
三
恵
さ
ん
（
右
か
ら
）

前
座
で
は
地
元
の
林
千ゆ
き

乃の

ち
ゃ

ん
（
市
岡
小
四
年
）
・
一よ

し

乃の

ち

ゃ
ん
（
み
な
と
幼
稚
園
）
姉
妹

が
母
親
三み

恵え

さ
ん
の
三
味
線
伴

奏
で
民
謡
を
披
露
し
、
大
喝か

っ

采さ
い

を
浴
び
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
で
登
場
し
た
の
は
南

市
岡
在
住
の
若
手
落
語
家
・
桂

三さ
ん

幸こ
う

さ
ん
（
三さ

ん

枝し

門
下
）
。
昔

話
を
題
材
に
し
た

桃
太
郎

を
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
大

笑
い
を
取
り
ま
し
た
。
こ
ん
ば

ら
さ
ん
の
コ
ミ
カ
ル
マ
ジ
ッ

ク
、
ス
ト
リ
ー
ク
の
惚と

ぼ

け
た
味

の
漫
才
の
後
、桂
三
金
さ
ん（
三

枝
門
下
）
が
古
典

禁
酒
関せ

き

所し
ょ

で
味
わ
い
あ
る
話
芸
を
披
露

し
、
会
場
を
唸う

な

ら
せ
ま
し
た
。

最
後
に
出
演
者
と
会
場
が
、

こ
の
寄
席
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を

と
案
を
出
し
合
い
、

拍
手
で
笑
い
で
ほ
ろ
酔
い

と
決
ま
り
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
を
見
て
初
め
て
参
加

し
た
と
い
う
八や

田た

義よ
し

治は
る

さ
ん

・
千ち

文ふ
み

さ
ん

夫
妻

（
南
市
岡
）
は
、

名
前
の
通

り
と
て
も
温
か
い
寄
席
。
大
い

に
笑
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

特
に
三
金
さ
ん
の
古
典
落
語
は

味
わ
い
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
宣

伝
を
強
め
て
、
も
っ
と
多
く
の

人
に
来
て
ほ
し
い
で
す

と
話

し
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
三
月
二
十
七
日（
日
）

十
四
時
か
ら
同
じ
田
中
機
械
ホ

ー
ル（
南
市
岡
三

六

二
六
）

で
。

六
五
八
三

〇
三
二
六

実
行
委
・
近
藤（
ひ
ら
の
や
）。

ナ
カ
イ
グ
ル
ー
プ

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
展

自
然
光
や
照
明
の
角
度
で
微

妙
に
変
わ
る
幻
想
的
な
色
彩
美

が
人
気
の
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
作
品

を
集
め
た
展
示
会
が
二
月
十
七

二
十
七
日
、
池
田
市
緑み

ど

のり

セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
六
百

名
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
創
始
者
で
あ
る
中
井
芳
夫

・
ア
ツ
コ
夫
妻
が
主
宰
す
る

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
ナ
カ
イ
本
部

の
主
催
で
二
十
二
回
目
。

磯
路
の
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

教
室
（

六
五
七
六

一
三
四
四
金か

ね

元も
と

）
を
は
じ
め
関

西
各
地
で
活
動
す
る
同
グ
ル
ー

プ
約
三
十
人
の
力
作
五
十
点
が

展
示
さ
れ
、
旅
、
花
な
ど
を
題

材
に
し
た
個
性
豊
か
な
作
品
が

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
の
ル
ー
ツ
は

江
戸
期
の
京
都
手
描が

き
友ゆ

う

禅ぜ
ん

。

そ
の
伝
統
技
法
に
着
目
し
た
中

井
夫
妻
が
一
九
八
六
年
、
一
枚

の
ガ
ラ
ス
に
描
く
技
法
と
画
材

を
開
発
し
、
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

と
名
付
け
ま
し
た
。
作
品
が
醸か

も

す
透
明
感
・
幻
想
感
に
加
え
、

三
原
色
と
白
・
黒
・
銀
の
計

六
色
の
み
使
用

筆
の
代
わ
り

に
竹
串
一
本

パ
レ
ッ
ト
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
カ
ッ
プ
一
個

と

い
う
シ
ン
プ
ル
な
技
法
が

絵

が
苦
手
で
も
す
ぐ
入
れ
る

と

好
評
で
、
生
涯
学
習
に
最
適

と
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

来
場
者
か
ら
は

三
回
も
観み

に
来
た
が
、
毎
回
違
っ
た
風
に

見
え
て
不
思
議

光
や
影
が

幻
想
的
で
癒い

や

さ
れ
た

や
さ

し
い
気
持
ち
に
な
れ
た

な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

賑
わ
っ
た

ガ
ラ
ス
ア
ー
ト

ナ
カ
イ
グ
ル
ー
プ
生
徒
展

ガラスアート
生命 （金元奈
保美さん作）

■
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座
ス
タ

ジ
オ
公
演

楢な
ら

山や
ま

節ぶ
し

考こ
う

深

沢
七
郎
の
名
作
を
あ
ん
が
い
お

ま
る
が
脚
本
・
脚
色
・
演
出
。

高
齢
化
社
会
で
の
親
子
・
家
族

・
近
隣
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

出
演
は
く
め
く
め
こ
、
ヨ
ッ
シ

ー
原は

ら

本も
と

他
。
四
月
二
日
（
土
）

十
三
時
半
と
十
六
時
、
三
日

（
日
）
十
一
時
と
十
三
時
半
と

十
六
時
、
四
日
（
月
）
十
八
時

半
の
六
回
公
演
。
前
売
二
千
三

百
円
、
当
日
二
千
八
百
円
（
日

時
指
定
）
。
問
合
せ
・
申
込
は

会
場
の
石
炭
倉
庫
（
波
除
六

五

一
八
、

弁
天
町
駅
か

ら
国
道
四
三
号
を
北
へ
直
進
、

安
治
川
堤
防
突
当
り
右
す
ぐ
。

六
五
八
一

〇
六
六
四
）へ
。

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

三
月
十

九
日
（
土
）
十
八
時
半
か
ら
江

坂
ミ
ュ
ー
ズ
（

六
三
八
七

〇
二
〇
三
）
で
ガ
ー
ゴ
イ
ル
の

ラ
イ
ブ

四
月
十
六
日
（
土
）

十
八
時
半
か
ら
堂
島
リ
バ
ー
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
ザ
・
ク
ロ
マ
ニ
ヨ

ン
ズ
の
ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト
（

六
三
五
七

四
四
〇
〇
サ
ウ
ン

ド
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）
。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

三
月
十
三
日
（
日
）

十
四
時
天
満
寅
蔵

六
三
五
二

一
〇
九
一

三
月
二
十
一
日

（
月
祝
）
ザ
・
セ
ラ
ー
（
中
央

区
西
心
斎
橋

六
二
一
二

六

四
三
七
）
で
の
ラ
イ
ブ
に
切
断

ブ
ラ
ザ
ー
ス
３
分
の
２
と
し
て

二
十
時
四
十
五
分
頃
出
演

毎

月
第
一
・
三
木
曜
二
十
時
ザ
・

セ
ラ
ー

毎
月
第
三
火
曜
二
十

時
か
つ
お
の
遊
び
場

〇
九
〇

五
八
八
二

七
〇
一
五

毎

月
第
二
火
曜
二
十
時
半
ロ
ー
ジ

ー

六
二
一
三

三
九
九
九
。

仕
事
唄
・
祝
い
唄
・
酒さ

か

盛
り

唄
・
盆
踊
り
唄
な
ど
、
全
国
各

地
の
仕
事
や
暮
ら
し
の
中
か
ら

生
ま
れ
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
日

本
民
謡
。
そ
の
魅
力
を
心
か
ら

楽
し
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
が
港

晴
に
あ
り
ま
す
。
同
地
区
の
老

人
会

天て
ん

寿じ
ゅ

会

を
母
体
に
平

成
十
九
年
に
発
足
し
た

天
寿

会
民
謡
教
室

で
す
。
現
在
、

六
十

八
十
代
の
男
女
約
二
十

人
が
稽け

い

古こ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

発
足
の
き
っ
か
け
は

地
域

に
先
生
が
何
人
も
い
る
の
に
も

っ
た
い
な
い

と
い
う
贅ぜ

い

沢た
く

な

事
情
で
し
た
。
ま
ず
講
師
の
藤

本
春は

る

幹み
き

さ
ん
自
身
が
地
元
在
住

で
民
謡
歴
三
十
年
、
藤
本
流
の

名
取
・
師
範
。
代
表
の
小
西
昭し

ょ

人う
と

さ
ん
は

楽
譜
が
あ
れ
ば
ど

ん
な
曲
で
も

と
い
う
尺
八
の

熟
達
者
で
詩
吟
の
講
師
。
さ
ら

に
代
表
補
佐
の
土は

生ぶ

美
代
子
さ

ん
も
三
味
線
の
ベ
テ
ラ
ン
。
こ

う
し
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
も
と

に
教
室
は
始
ま
っ
た
の
で
す
。

◆
稽
古
は

礼

を
重
視

稽
古
で
は
ま
ず
合
唱
し
、
次

に
一
人
ず
つ
唄
い
な
が
ら
指
導

を
受
け
ま
す
。
演
奏
前
に
は
一

人
ひ
と
り
異
な
る
キ
ー
に
合
わ

せ
、
調
子
笛
で
複
数
の
楽
器
の

キ
ー
を
揃そ

ろ

え
ま
す
。
何
よ
り

礼

が
重
視
さ
れ
、
唄
い
手

は
ま
ず
お
辞
儀
を
し
、
立
て

（
指
揮
者
）
の
合
図
で
唄
い
始

め
、
合
図
で
唄
い
終
わ
り
、
再

度
の
お
辞
儀
で
終
わ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
決
ま
り
事
に
習
熟

す
る
の
は
確
か
に
努
力
を
要
し

ま
す
。
が
、
そ
こ
に
ま
た
民
謡

の
面
白
さ
が
あ
る

と
藤
本
講

師
。
民
謡
は
昔
の
色
々
な
仕
事

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
。
地

方
地
方
で
独
特
の
味
わ
い
が
あ

り
、
楽
し
み
が
尽
き
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
言
葉
を
裏

付
け
る
よ
う
に
、
生
徒
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
か
ら
貝か

い

殻が
ら

節

馬う
ま

見み

原は
ら

追お
い

分わ
け

な
ど
愛
着
の

一
曲
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

こ
う
し
て
重
ね
た
稽
古
の
成

果
を
発
表
す
る
場
が
夏
の

ゆ

か
た
会

、
年
末
の

お
さ
ら

え
会

な
ど
。
ま
た
月
二
回
、

区
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を

訪
れ
、
そ
こ
の
利
用
者
や
ス
タ

ッ
フ
と
唄
っ
た
り
踊
っ
た
り
で

き
る
の
も
大
き
な
励
み
で
す
。

◆
嫌
で
や
め
る
人
い
な
い

メ
ン
バ
ー
の
大
半
が

誘
わ

れ
て
入
会
し
た
そ
う
で
す
が
、

に
も
拘か

か

らわ

ず

嫌い
や

で
や
め
る

人
が
い
な
い
と
い
う
の
が
同
教

室
の
自
慢
。理
由
を
尋た

ず

ね
る
と
、

と
に
か
く
ム
ー
ド
が
明
る
い

緊
張
し
が
ち
な
人
も
中
心
メ

ン
バ
ー
の
心
配
り
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る

誰
で
も
温
か
く
包

ん
で
く
れ
る
代
表
の
人
柄

な

ど
の
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に

お
腹な

か

か
ら
声
を
出

す
こ
と
で
心
身
の
健
康
増
進
に

な
る
（
全
員
）
色
々
な
事
を

勉
強
で
き
、
生
活
に
張
り
が
で

き
た
（
松
浦
峰
子
さ
ん
）
人

前
で
マ
イ
ク
を
握
っ
た
こ
と
も

な
か
っ
た
が
、
司
会
も
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
（
三み

次よ
し

直な
お

生い
き

さ

ん
）

朝
早
く
寝
床
で
唄
い
出

す
の
で
家
内
に
呆あ

き

れ
ら
れ
て
い

る
（
小
野
千ち

秋あ
き

さ
ん
）
二
年
前

の
新
年
会
で
三
味
線
を
八
十
曲

以
上
も
弾
き
続
け
て
肩
が
上
が

ら
な
く
な
っ
た（
笑
）が
、
ま
た

あ
ん
な
大
イ
ベ
ン
ト
を
（
土
生

さ
ん
）
な
ど
の
声
も
。
民
謡
が

一
人
ひ
と
り
に
溶
け
込
ん
で
い

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

入
会
資
格
は
天
寿
会
会
員
で

あ
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
ど

こ
の
老
人
会
に
も
所
属
せ
ず
、

興
味
あ
る
人
な
ら
見
学
・
体
験

と
い
う
こ
と
で
す
。
稽

古
は
毎
月
第
一
・
三
土
曜
の
午

後
一

三
時
、
小
西
代
表
宅
な

ど
で
。
会
費
は
月
三
百
円
。
問

合
せ
は

六
五
七
一

一
三
三

一
小
西
代
表
ま
で
。

日
本
民
謡
を
心
か
ら
楽
し

む
天
寿
会
民
謡
教
室
の
皆

さ
ん
（
写
真
は
新
年
会
）


